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　RI心血管造影法における左心室辺縁の決定と体積計

算の自動化を試みた．肘静脈から注入されたRIが右心

→肺→左心→体と経過するシンチカメラ像を，FM変調

した心電図とともに磁気テープに記録する．再生時に

は，各心拍R波の立上り時点から一定時間後の像だけを

表示するように遅延およびゲート回路を動作させ，この

像を数拍動にわたって1枚のフィルム上に露光する．遅

延時間を選択することにより任意の位相の像が得られ

る．撮影された写真の濃度値はフライングスポットスキ

ャナで走査し，ディジタル値に変換する．ディジタル化

された原画像を平滑化した後，左心室領域内の1点から

放射状にひいた直線上の濃度値をサンプルすると，この

値は一般に左心室領域内で高い値を，領域外で低い値を

とり，これらの値の変化の激しい個所が境界と考えられ

るが，実際には統計雑音などのために境界は明確でな

い．そこで左心室領域内外での濃度分布はそれぞれ異っ

た平均値と分散をもつ正規分布になると考え，サンプル

した値からこれらの分布のパラメータを決定し，2つの

正規分布の交点の濃度値を境界を決める濃度値とした．

さらに，左心室領域内外で分布の平均値に等しい濃度値

をもち，境界付近で直線的に変化する折れ線でサンプル

した濃度値を近似し，先に決定した境界濃度値に対応す

る位置を境界点の位置とした．このようにして得られた

境界点が滑らかな曲線になるように再処理を行って左心

室辺縁を得るようにした．大動脈弁の付近は境界の決定

が困難なので直線で近似し，得られた拡張末期および収

縮末期の左心室輪郭についてシンプソン法を用いて体積

計算を行った．
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　各種心肺疾患の循環動態を解明する一助として，近年

笹本らはScintillation　counterを用いて，局所肺血流

分布を測定する方法を考案した．すなわちtapered　co－

llimaterを装着した2×2インチNaIクリスタル型検

出器2基を平行に，被検者の背面から両側肺に指向さ

せ，モーター駆動装置とギア減速装置を組合せて検出器

を上下に裾動することにより，肺のリニア・スキャンを

行なった．

　われわれはその測定原理をシンチレーション・カメラ

に応用して，より容易にかつ正確に肺血流分布を測定す

る方法を検討し，肺のシンチレーション・イメージから

のカウント計数法との比較を試みたので報告する．

　あらかじめ1311－MAAを静注した被検者を透明アク

リル製の検査台上に背臥位をとらせ，東芝ガンマ・カメ

ラを台の下側から被検者の背中を指向させる，diversi－－

ng　collimaterを用いて両肺のイメージをCRT上に

displayし，両肺おのおのに，ガンマ・カメラに専有の

長方形スリット型AOIを設定する．っいで検査台の天

板を一定速度で水平方向に裾動すれば，局所血流量に比

例して肺毛細血管にtrapされた放射能活性が，肺尖か

ら肺底部まで順次AOIを通過し，経時的に変化するカ

ウント数をアナログ量として記録紙上に描記することが

できる．得られた曲線について胸部X写真を用いて補正

すれば，グラフ上で肺の長軸を二等分する線と放射能カ

ウント曲線とで囲まれる面積の割合がすなわち血流分布

の上／下比である．左／右比も各面積比として容易に求

められ，シンチグラムにおける濃度差が半定量的に把握

できる点が，臨床診断上ならびに各種研究に応用して有

利な方法と考える．
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